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幼児の描く丸い円がその子にとっては自分の母親の顔であり，またそれを見る他のおとなにと

っては誰の顔でもあるように，詩人の生み出す詩は，彼の実人生の一場面でもあり，また誰もが

出会う人生の一局面でもある。それゆえ，その作品は具体的な事象を歌っているようにも見える

が，反面一見すると難解で，抽象的でとらえどころがない。

Rimbaudの詩作品は，その子供の描いたひとつの丸い円のように，具体性と抽象性が完壁に融

合している。だから，この詩人を理解するには，ある程度彼の履歴を探る必要があるが，一方で

はそういった作業を最小限におさえながら，彼の詩編それ自体を読み解いていく努力をしなけれ

ばならない。

・この小論では，1〃〃〃珈砺o〃s中の《Bottom》を手掛かりに，　Rimbaudの履歴・手紙・詩編を

参考にしながら，彼の存在のありようを明らかにしていきたい。

1章　Rimbaudの80f～om

Y

まず《Bottom》を全文引用し，詳しく解釈してみよう。

La　r6alit66tant　troP　6pineuse　pour　mon　grand　caract6re，－le　me　trouvai　n6an・

moins　chez　Madame，　en　gros　oiseau　gris　bleu　s’essorant　vers　les　moulures　du　plafond　et

trainant　1’aile　dans　les　ombres　de　la　soir6e．

Je　fus，　au　pied　du　baldaquin　supPortant　ses　bijoux　ador6s　et　ses　chefs・d’ceuvre

physiques，　un　gros　ours　aux　gencives　violettes　et　au　poil　chenu　de　chagrin，　les　yeux　aux

cristaux　et　aux　argents　des　consoles．

Tout　se　fit　ombre　et　aquari㎜ardent．　Au　matin，－aube　de　juin　batailleuse，一
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je　courus　aux　champs，　ane，　claironnant　et　brandissant　mon　grief，　jusqu’a　ce　que　les

Sabines　de　la　banlieue　vinrent　se　jeter　a　mon　poitrai1．

二行目の「俺の偉大な性格」とは，3章で問題にする『見者の手紙』を書いて以後のRimbaud

の自負を表している。それだけの自負を持っているせいか，現実は彼にとってはいつも「刺があ

りすぎる」。それを癒してくれるはずのMadameのもとに行きたい。しかし，彼は自負と裏腹に

《longing　and　distress》1）の間で孤独を味わっている。彼が，その「現実」を乗り越えて彼女の

もとに行くには，変身して《1’oiseau　gris　bleu》とならなければならない。　このMadameを特

定しようとする試みは，Suzanne　Bernardが指摘するように，さまざまに行なわれているが2》，こ

こではこの若き詩人がある「理想の婦人」に実らない「愛」を求めて得られなかったという点だ

けを確認すればよい。いや，むしろこの「婦人」は特定の女性を想定しているものではなく，Rim・

baudの心のなかにいつもある，求めようとして求められない「愛の象徴としての女性」と考える

のが妥当であろう。この詩には，Enid　Starkieが示唆するように，　L6s　D禽6漉42　m吻o〃7に

見出せるのと同様な《the　sense　of　longing，　distress　and　unfulfilment》が歌われているのだ3）。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
i’6tais　dans　une　chambre　sans　lumiδre．　On　vint　me　dire　qu’elle　6tait　chez　moi：et　je　la

vis　dans　mon　lit，　toute　a　moi，　sans　lumiδre！Je　fus　trδs　6mu，　et　beaucoup　Parce　que　c’6tait

1a　maison　de　famille：aussi　une　d6tresse　me　prit！j’6tais　en　haillons，　moi，　et　elle，　mondaine，

qui　se　donnait；il　lui　fallait　s’an　aller！Une　d6tresse　sans　nom，　le　la　pris，　et　la　laissai

tomber　hors　du　lit，　presque　nue；et　dans　ma　faible＄se　indicible，　je　tombai　sur　elle　et　me

trainai　avec　elle　parmi　les　tapis　sans　l㎜i邑re．　La　lampe　de　la　famille　rougissait　rune

aprδs　l’autre　les　chambres　voisines．　Alors　la　femme　disparut．　Je　versai　plus　de　larmes

que　Dieu　n’en　a　pu　jamais　demander．

この詩で歌われている状況と《Bottom》で歌われている状況はまったく同じである。《elle，

mondaine》とMadameは同一のものといえる。また，ここで悲嘆にくれて涙を流す「俺」と

《Bottom》の「俺」もRimbaud自身のことだ。また，このMadameは2章でふれるShakespeare

のA〃∫ゐ％〃z〃z〃魂g配、1）紹α〃z（以下〃2＞Dと省略）中の妖精の女王Titaniaのアナロジーで

あり，Rimbaudが一生かけて得ちれなかったamourの象徴である。

変身は三段階に行なわれるが，最初の「青い鳥」はアルデンヌの伝説に由来する4》。Fleurineと

呼ばれる美しい，しかし姉によって城の塔に幽閉されている少女のもとに行くために，ある王子

が，Fairy・Godmotherの力で，夜毎「青い鳥」になって，その愛する少女のところへ通い，夜を

過ごすという話である。
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次に変身する「熊」についてはいくつかの推論がある。StarkieはScribeのボードヴィル劇

L’0撚♂Zθ勘c肱を手掛かりにしている5）。この劇の英雄は貴婦人のもとに行くために，Pachaの

お気に入りの「熊」となる。また，寺田透はカリスト神話をもちだす6｝。この推測は有効である

が，カリストが「牝熊」に変身する点に疑問が残る。「（カリストは変身後）不断のうなり声で悲

しみをあらわし，手ともいえぬ手を空にむかって差しのべるが，たとえものはいえなくても，ユ

ピテルの薄情さはわかっているのだ。ああ，いくたび，淋しい森で眠る気にはなれず，かつての

わが家の前や田畑を，さまよったことだろう！7）」ユピテルに見捨てられたあげく「熊」に変身さ

せられたカリストの嘆きは，この詩のRimbaudの悲嘆に通じる。〃M）中の「熊」に言及する批

評家もいる8》が，他にあらゆる動物がこの劇中に登場するのに熊だけをとりあげるのは少し根拠

が薄い。ここでは，Starkieや寺田の説をふまえた上で，　Bernardが引用しているA．　Adamの説

を取りたい9）。〈Sa　m6tamorphose　en　ours　couch6　au　pied　du　lit　sugg6re　peut・etre　la　servitude

alaquelle　il　a　6t6　r6duit．》つまり，自分の願い（longing）が適わず悲嘆（distress）にくれ，自

己卑下するということの比喩として「熊」になるという解釈が一番妥当である。

朝になってみるとやはり「辛い現実」が待っている。そこで，「ろば」に変身して「ラッパを吹

きならし，不平をまきちらしながら，野原を駆け回り，サビナ女たちの胸もとに飛びついた」の

である。この「ろば」については，寺田のようにApuleiusの「黄金のろば」1°）をあげる評者11）も

いれば，媚Z）のBottomをあげる論者もいる12）。〃ヱ＞DのBottom自体がApuleiusの作品を典

拠としている可能性も高い。「ルキウスは，テッサリヤの町の宿で少女と盤惣を通ずるやうにな

り，その手引きで女主人パンピレエの魔法の現場をのぞく。この女は美青年と見れば見染めて，

魔法の力で男をおびきよせようとするのが常だが，それが駄目だと分かると自分が鳥になって男

の方へ飛んでゆく。ある夕方少女の手引でそれを盗み見てゐたルキウスは自分も鳥にならうと望

むが，色女の間違へかち，別の薬を身に塗る羽目になり駈馬となる13）。」たしかに，この話は，〃NZ）

のBottomとも関係がありそうだし，Rimbaudの《Bottom》が，この作品の影響をこうむってい

る可能性もあるが，2章でふれるように，Rimbaudの場合は盟NOのBottomとの関係のほうが

はるかに重要である。しかし，ここでは，まずは「愛」の獲得の失敗の象徴としての「ろば」へ

の変身としておこう。

「サビナ女」につていは，その典拠は勿論ローマの故事にあるのだが，Bernardの指摘するよ

うに，「大都市郊外の娼婦14）」と解釈するのがよい。「真の愛」を求めてかなわず，「偽りの情熱」

に身を焦がすというわけである。また，逆に「偽りの情熱」に身を任せながら，「錯乱」し，「真

の愛」を求めようとする。

これらの解釈をまとめてみると「詩人は，あこがれの女性のもとへ『青い鳥』に変身して近づ

くが，女性は突然消え去ってしまう。やりきれず『熊』となって悲嘆にくれる。朝になって『ろ

ば』となり，不平を鳴しながら，商売女に身を任せる」ということになろうか。これは，Rimbaud
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の人生の縮図ではないか。

ところで，「ろば」といえば，後期韻文詩の」％魏鹿勉ル吻を思い出さないわけにはいかな

い。Rimbaudが精神的に荒れ果て憔惇しているころの詩である。ここにはなんにでもつかみかか

らんばかりの遣り場のない葛藤の激しさが見事に表現されており，この詩人の破滅的な性格の一

端が端的に示されている。

Ma　faim，　Ame，　Anne，

Fuis　sur　ton　ane．

Si　j’ai　du　go2～4　ce　n’est　gu～…res

Que　pour　la　terre　et　les　pierres．

Dinn！dinn！dinn！dinn！Je　pais　l’air，

Le　roc，　les　Terres，　le　fer．

この「ろば」と《Bottom》の「ろば」は同一のろばである。「ろば」即ち「愚か者」とはまさに

彼自身のことにほかならない。「真の愛」を求めようとしては投げ返され，「サビナ女」のもとに

走ったり，「土や石くれ」を食らったりするのである。この二つの詩の書かれた時期は異なり，そ

の詩の与える印象も全く違うが，歌われている「ろば」の状況は同じである。「見つかったぞ！　何

がだ？　永遠15）」といきたいところだが，結局なにもつかめない。いつもカッカしながら，走り回

り，罵り，熱狂するが，ほとんど何も手に入ちない。特に彼に「永遠」を保証するはずの「愛」

が。先ほどは，「愛」が手に入らなかった結果，「ろば」に変身すると述べたが，Rimbaud自身が

既に「ろば」そのものなのである。

さて，この《Bottom》はShakespeareの〃M）に由来するのであるが，『真夏の夜の夢』の

Bottomは，「ろば」に変身することで，瞬時にせよ「至福の陶酔」を手にいれる。妖精の女王Titania

はBottomを抱きながら，次のようにささやく。

Sleep　thou，　and　I　will　wind　thee　in　my　arms．

Fairies，　be　gone，　and　be　all　ways　away．

So　doth　the　woodbine　the　sweet　honeysuckle

Gently　entwist；the　female　ivy　so

Enrigs　the　barky　fingers　of　the　elm．

Ohow　I　love　thee！How　I　dote　on　thee！（IV．　i．39－44）
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この箇所はろばのBottomと妖精の女王Titaniaの濃厚なラブ・シーンの場面であり，伝統的な

喜劇の解釈からすると，そのアンバランスが観客の笑いを誘うことになる。しかし，Rimbaudの

目にはそれは羨ましい陶酔の場面と思えたにちがいない。俺も変身してTitania－Madameと幸

福な時をすごしたいという願望が痛く刺激されたことは，想像にかたくない。この演劇は恐らく

Verlaineとロンドンに渡った時観たと推定される16）ので，自分たちの惨めな関係との対比は際だ

ったにちがいない。この場面にJan　Kottは秀抜な解釈を行い17），これを「シュールレアリストの

グロテスク」に近いと断言する。この解釈に従えば，グロテスクな関係の二人（Rimbaud－Ver・

laine）がグロテスクな場面を観ることによって，幻想としての「愛」を夢みていたことになる。

そう考えるときわめて悲惨であるが，逆にRimbaudの焦燥感とその悲劇をよく理解できる。そし

て，それが1〃％〃伽漉oπs中の《Bottom》に巧みに表現されている。

このように検討してくると，Rimbaudの《Bottom》とShakespeareのBottomでは微妙な差

があることがわかる。フランスの詩人の「ろば」は覚めて自分の「憧れと悲嘆の深淵」を客観的

に見つめているのに対して，イギリスの劇作家の「ろば」は陶酔することで我を忘れているので

ある。前者の「ろば」は後者の「ろば」をうらやんでいる。Rimbaudという「ろば＝あほ」が変

身して，「青い鳥」になり，Madameに近づくが，彼女は姿を消す。仕方なく彼は，自分を卑下す

る「熊」となり，決してBottom－Titaniaの間に見られるような陶酔の時を獲得することができ

ない。「灰色の歯茎をし，悲しみで白くなった毛に覆われて，飾り机の水晶と銀に目をやっている」

だけなのである。結局「ろば」にもどって不平を鳴らすしかない。「愛」を獲得しそこなった時，

かつて彼は次のように歌った。今も「サビナ女たち」の胸に抱かれて，同じように歌うことにな

るだろう。

Qu’il　vienne，　qu’il　vieme，

Le　temps　dont　on　s’6prenne．

J’ai　tant　fait　patience

Qu’a　jamais　j’oublie．

Craintes　et　souffrances

Aux　cieux　sont　parties．

Et　la　soif　malsaine

Obscurcit　mes　veines．（《D61ires　II》dans乙伽翫なoπθηE瞬γ）
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@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

2章　ShakespeareのBottom

Bemardなど多くの批評家たちが指摘しているように18），　Rimbaudの《Bottom》は，　Shake・

speareの、4〃眺％〃z〃z〃1＞i竃g配、　D名肥〃z中の職工Bottomかち着想を得たものである。　Rim・

baudが当初この詩の題名を《M6tamorphoses19》》としていたが，その題名をわざわざ消して

《Bottom》としている点は意外に重要である。

『真夏の夜の夢』という作品は，Shakespeareの作品の中でも特殊な位置にある。第一に，概

してこの劇作家の作品は彼に先行する時代の作品から大まかな枠組みを借りてくるのが普通だが，

この喜劇に関してはそのような先行作品を特定することができない2°）。個々のcharacterにっい

ては，たとえばTheseusについてもギリシア神話やオヴィディウスの『変身物語』の第7巻21）等

にその出所をもとめることができるし，彼の直前の時代のChaucerの7物κ短gh兆距Zθにも登

場する22）。このように各登場人物についてその出所を追うことができるのだが，全体の枠組みやプ

ロットは独創である。つまり，材料としてはいろいろなところから借りてきているが，その材料

をこった煮にしてまったく異なった見事に完成した作品をつくりあげている。第二に，この作品

は公開の劇場で上演することを目的として書かれたものではなく，Shakespeareのパトロンの私

的な結婚式のために書かれたと考えられる23）。Kottなどは，その貴族や取り巻き連中が，貴族役

を演じたのではないか，また台詞にしても誰か具体的な仲間にあてつけたもので，お互いにくす

くす笑ったりしていたのではないかとさえ推測している24）。それゆえ，〃瓦Dには大向こう受けす

る場面こそないが，逆に他の初期喜劇作品と全く異なった雰囲気をもつ密度の濃い小品となって

いる。

つまり，上記2点かち推測できるように，この劇作家は自分のパトロンの私的結婚式のために，

自らの地位の安定をはかる意図も多分にこめて，彼の手持ちの材料をふんだんに使い，コンパク

トで洗練された，しかも凝りに凝った独創性の高い作品をつくりあげたといえる。

たとえば構成をみてみると，舞台は，宮廷からアーデンの森，そして再び宮廷と場所をかえる。

それにともなって，時は，昼から夜，そして再び昼，そして知らぬまに夜25》となる。また，登場人

物の集団が三層にわかれる。Oberonを頭とする妖精の一団，　Theseusを王とする貴族たちの一

群，Bottomを団長とする職人たちの一隊である。それぞれが独自の集団を維持しつつ，しかもお

のおのが，妖精Puckを介して巧みに交差する26）。　Oberonの命を受けて，　Puckが貴族の四名の

若者たちの恋の鞘当てを解消しようとする。（妖精と貴族の関わり。）また，Puckは同じくOberon

の命を受けて，妖精の女王Titaniaと職人Bottomに魔法をかけて，グロテスクな情事を現出さ

せる。（妖精と職人の関わり。）最後の大団円では，職人の演ずる劇中劇を観ている貴族たちをか

こんで，妖精が見事なハッピイエンドを作り出す。（妖精と貴族と職人の関わり。）
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さらに，劇中劇まで組み込まれている。この劇中劇は，Ro〃z60伽4ル1観のパロディであ

り27），なおかつこの〃1＞D全体のパロディとなっているという具合である。

また文体の点でも，場面・人物に応じて，押韻文・ブランクヴァース・散文が巧みに使い分け

られている。

このように，少し詳しすぎるほどに『真夏の夜の夢』の位置と構造についてふれたのは，こう

いったことが総合されて観衆に特異な深い印象をあたえていると思われるからである。単なる可

笑しさからいえば7魏微1陶配のほうが数段上であるし，四大悲劇の与える深い感動は，この

喜劇とはまったく次元を異にする。それにもかかわらず，この劇が初演されて以来かずおおくの

芸術家・演出家の興味をひきつけてやまない秘密がどうもそのあたりにありそうなのである。

Rimbaudにもこれが深い印象を与えたことは想像にかたくない。

だが，全体の構成の巧みさやプロットの展開の秀抜さ以上に彼に印象を深くあたえたのは，お

そらくBottomであろう。劇全体が優れているからこそ，　Bottomの印象も強い。注意深い観衆な

らば，彼以外の人物が一様に平板であることがわかる。Fenderが論じているように，それがSha一

kespeareの策略かもしれないが28），個性を与えられているのはBottomだけなのである。いいか

えれば，この初期喜劇の主人公はある意味で彼だと断言してもよい。彼の存在がなければ，この

劇の策略がいかに優れていようとも，劇は精彩を失う。可笑しさという点でも，唯一笑えるのは

劇中劇の場面だけである29》。つまり，この劇の要はBottomである。　RimbaudがそのBottomに

注目したことは至極当然といえる。

Bottomはヘルメスを源流とする「道化・あほ」の伝統上にあり，のちの道化の一典型アウグス

ト型の道化の源流でもある3°）。彼は「腹のでた小人よろしく，おさまりの悪い借物の燕尾服に体を

押し込んでいるが，短すぎる袖からは，指先の余った黄褐色の手袋がのぞき……」という19世紀

の曲芸師トム・ベーリング鋤，そしてチャップリンにつながっていくのである。

Shakespeareの諸作品にはさまざまな道化が登場するが，　Bottomはその中ではもっとも害の

ない，愛すべき素朴な道化である。劇中劇の練習に入るとき，配役について一口上述べる。

That（part　of　Pyramus）will　ask　some　tears　in　the　true　performing　of　it．　If　I　do　it，1et

the　audience　look　to　their　eyes：Iwill　move　sto㎜s，　I　will　condole　in　some　measure．　To

the　rest－yet　my　chief　humour　is　for　a　tyrant．　I　could　play　Ercles　rarely，　or　a　part　to

tear　a　cat　in，　to　make　all　split．

The　raging　rocks，

And　shivering　shocks，

Shall　break　the　locks

Of　prison・gates；
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And　Phibbus’car

Shall　shine　from　far

And　make　and　mar

The　foolish　fates．

This　was　lofty．　Now　name　the　rest　of　the　players．　This　is　Ercles’vein，　a　tyrant’s　vein：

alover　is　more　condoling．（1．ii．21－37）

ここに現れたBottomは，陽気で，駄洒落を言っては一人で満足するお道化者にすぎない。

’山口昌男は「道化」を定義して次のように言う。「道化は秩序に対する脅威を絶えず構成する。

このことは，道化が常に従属的立場であることにより，可能になる。彼は絶えず，中心的存在の

分身として，あるいは影の部分として，演技の負の部分を担当する32）。」この〃NDでは秩序を代

表する人物はTheseusである。一見すると，「森」における全ての混乱は，「理性」の代表者たる

Theseusによって「円満に解決される」。Egeusは抗議するが，　Theseusは次のように言って退ける。

Egeus，　I　will　overbear　your　wi11；

For　in　the　temple，　by　and　by，　with　us，

These　couples　shall　etemally　be　knit．（IV．　i．178－180）　　　　　　、

BottomはShakespeareの他の道化たちのように，直接「王」を冷やかしたり，からかったりす

るわけではない。あとでふれるように劇中劇によって，暗黙のうちに，しかも自らも気づかずに，

Theseusの「理性や権威」を椰楡する。

また，山口は次のように言う。道化は「普通人に不可能な漬聖的行為を演じることによって，

人が当たり前のものと受けとっている価値一それが宗教的イデオロギーであろうとも一を瞬

間的につき崩す。人は自らが従わなければならない秩序が崩れるのを見る。秩序の担い手のアイ

デンティティが，彼が嘲笑され，言い負かされ，盗まれることによって剥ぎとられるのを見る。

いわば道化は人がそれぞれ己れの中に潜めている自分でないものに対する攻撃を代行する」ので

ある。Bottomは1～o〃z60α〃〃勿1琵’に表現される「純愛」という価値を一見補強しながら，じつ

はつき崩す。Bottom－Titaniaの場面と劇中劇によって。秩序が崩れるのを見るのはわれわれ観

衆である。〃瓦Dの第5幕では，知らず知らずのうちに，貴族たちがアイデンティティを失ってい

るさまが描かれている33）。そして劇中劇が進むに従って，かれらの「愛」の虚しさが，劇中劇との

対比で明らかになってくる。

山口は続ける。「しかし，同時に，道化は打梛され，人間以下のもの，つまり動物，白痴に近い

ものとして扱われることによって，相応の罰を受ける」。Bottomは「ろば」に変身させられるこ
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とによって既に懲罰を受けている。また，当然貴族たちも，彼を単なる馬鹿な「お道化者」とし

てしか見ていない。

このようにして，Bottomは典型的な道化として確認されたが，この普通の伝統的な道化が，変

身後全く異質な性格を身につけ，トリックスターになる過程を次に見ていこう。

この詩人の関心の中心がBottomの変身にあったことは確かである。　BottomはPuckの策略

でass（ろば）に変身させられて，魔法にかかった妖精の女王Titaniaと恋をする。世界に君臨し

絶対的な力をもつ妖精の王たるOberonと争い，世界を混乱させることも厭わない気位の高い

Titaniaが，職人風情でしかもけがらわしいろばに変身したBottomと交わり，陶酔するのであ

る。本来混じり合うはずもなく，ましてや色恋沙汰など起きるはずもない妖精と職人の情事には

「変身」がかかせなかった。「変身」は異次元のものを結びあわせる契機なのである。Bottomは

Bottomのままでは，決してTitaniaと交わることはなかった。　Ass（assには「あほ」の語義が

ある）になることで，倒錯した世界が生じる。しかも，もうひとつ重要なのは，情事の場が「森」

（wood）であり，しかも時が「夜」だということである。　FenderやOnionsが指摘するように，

エリザベス朝では‘wood’は‘mad’を意味した34）。「理性」（reason）の支配している「昼」の「アテ

ネ」35》から，魑魅魍魎の践唇する「狂気」の支配する「夜」の「森」に迷いこんだからこそBottom

は，その「森」の支配者の妻T至taniaと交わることが可能になったのである。これは単なる喜劇の

枠組みをこえている。Kottなど前にもふれたようにグロテスクとさえ言い切っている36）。確かに

この場面は，演出しだいでかなりエロティックでグロテスクになりうる。1章で引用した第四幕

第一場の41行目から44行目を良く読めば，このことが即座に了解できる。この場面がこのように，

単なる喜劇の伝統装置をこえていると解釈すると，この劇全体もそこを裂け目として，すべてく

るりと裏返しになっていくのである。その時初めてこの劇の真の意味が明らかになる37）。つまり，

この劇は一見すると恋の鞘当てを中心とした「楽しい夢幻劇」であるが，詳しくBottomの役割

や劇中劇38）の意味を探っていくと，それらが，「恋の成就」というよりはむしろ「純粋な愛の未完

結」あるいは「純粋な愛の悲劇」を象徴していることが明白になってくる。

繰り返していうと，〃NDの表面上の主題は「恋の行き違いと，その円満な解決」のように思え

るが，今述べたようにBottomと劇中劇を鍵として，その表面上の主題は逆説となる。「理性」を

主張するTheseusは「力」でHippolytaを奪い取ったのであり，OberonとTitaniaとchangeling

を奪い合って，世界を混乱させ，それを解決するためにかれらはBottom－Titaniaのグロテスク

な装置を必要とした。四人の恋人が恋を成就させることができたのも，「狂気の森」と「妖精の策

略」のおかげである。本来永遠であるべき「愛」が容易に揺ちぐのである。そこにBottomが登

場し，この偽りの「愛」を段階的に暴く。まず，Bottom－Titaniaの場面で，愛の本質をグロテ

スクにあからさまに提示することによってOberonとTitaniaの関係を，次に，劇中劇で愛の本質

を逆説的に示すことによって貴族たちの関係を暴くのである。「真の愛」はあるのかもしれない
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が，それはPyramusとThisbe（あるいはRomeoとJuliet）の関係のように悲劇に終わらざるを

えないという隠された主題が自ずと明らかになってくる。

このBottomの存在の意義がRimbaudに直観できなかったはずはない。1章の終わりでふれ

たように，たしかに，彼はBottom－Titaniaの関係を羨ましいと思ったに違いないが，自分を

Bottomとみなすことで，既に，そこには自分を卑下する感情と愛はかなわないものだという実感

があった。そして，さちに彼は「真の愛」の存在の危うさと悲劇的結末を深く確認した。

さて，Bottomは変身後全く異質な性格を身につける存在となるわけだが，その点を検証してみ

よう。

陶酔の時がすぎ，朝がきて，眼を覚ましたBottomは「森」をあとにしながら，次のように独

りこちる。

［＿］Ihave　had　a　most　rare　vision．　I　have　had　a　dream，　past　the　wit　of　man　to　say　what

dream　it　was．　Man　is　but　an　ass　if　he　go　about　to　expound　this　dream．　Methought　I　was

一there　is　no　man　can　tell　what．　Methought　I　was－and　methought　I　had－but

man　is　but　a　patched　fool　if　he　will　offer　to　say　what　methought　I　had．　The　eye　of　man

hath　not　heard，　the　ear　of　man　hath　not　seen，　man’s　hand　is　not　able　to　taste，　his　tongue

to　conceive，　nor　his　heart　to　report，　what　my　dream　was．　I　will　get　Peter　Quince　to　write

aballad　of　this　dream：it　shall　be　called‘Bottom’s　Dream’，　because　it　hath　no　bottom

［．．．］　（IV．　i．203－215）

「俺がしたと思っているような体験をしたと言いふらそうとする奴は馬鹿な奴（ass）」と自分を茶

化しながら，Bottomは言葉では夢を見たというが，彼の特異な経験が彼の存在に決定的な質の変

化をもたらした。彼は異次元を体験することで，another　Bottomとなった。「人間の眼が聞いた

こともない……」と言った表現は単なる言い間違いといったたぐいのものではない。これは新し

い次元の知覚のありようなのである。心理学用語で言うと「共感覚」（synesth6sie）39）ということ

になる。ここで文字に色を想定したRimbaudのγ砂ε〃θsを思い出すのは不自然なことではない。

Bottomの感覚が新しい次元へと開いているのである。これはもういわゆるお道化者としての

「道化」の概念ではとらえきれない。サーカスの道化師は，人類史に普遍的な「道化」のおもし

ろおかしさ，時には悲しさを部分的に体現するだけだが，Bottomはそこを一歩踏み出している。

Rimbaudの鋭い感性がこれを見逃すはずはない。一見すると11♂〃〃珈漉oηs中の《Bottom》は

変身に重点が置かれているようにみえるが，実はこの「共感覚」が重要な因子なのである。つま

り，普通でも日常の生活次元を少しはみだしているBottomが，「変身」を経験し，　B常の次元を

越えて他空間に入り込み，それまでの存在様式の枠組みをまったく変えてしまう程の異質な知覚
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をえて，それをこちちの日常の次元へと持ち帰り，いままでとは質の違う「知覚様式」を身にっ

けてしまったという一連の経験の過程全体が重要なのである。そしてBottomが変身しanother

Bottomになり，別の世界を体験することで，新しい知覚構造を体得し，異質な世界を見たという

その特異な体験を伝えたいと思いつつ，伝えるとassになるという葛藤に悩む存在となったこと

こそ，Rimbaudの関心の中心なのである。これは，　Rimbaud自身の経験のありようそのままであ

る。彼は次の章でふれる『見者の手紙』で次のように書いた。《11arrive　a　l’inconnu，　et　quand，

affol6，　il　finirait　par　perdre　l’intelligence　de　ses　visions，　il　les　a　vues！》

3章　他者への変身

きわめて頭脳明晰な子供であったRimbaudは，1870年にIzambardと出会うまでは，母の期待

を一身に担う優等生でしかなかった。ところが，いったん目覚めるやいなや，その行動の軌跡は

予測もつかない方向へむかう。同年の5月24日Th60dore　de　Banvilleに手紙を書き，早くも第一

回，つづいて第二回の家出をする。1871年には第三回の出奔。3月18日パリ・コミューンが起こ　駈

る。このさい，第四回の家出説があるが，確証されているわけではない。5月15日友人のPaul

Demeny宛てに下に掲げた有名な『見者の手紙』を認める。夏にはPaul　Verlaineに手紙を書き，

9月にはParisで彼と出会う。

簡単に年譜を追ってみるとこの手紙を書いた時のRimbaudの内的，外的状況がよくわかる。若

い詩人の気負いが目に浮かぶ。この手紙は，彼なりの人類の詩の歴史の総括であり，それをもと

にした彼の方針の立案なのである。彼に見えた未来があり，それが公私ともに保証されつつあっ

たのである。Izambardの赴任を契機とした彼自身の詩的才能の開花と政治的未来の幕開けとな

るパリ・コミューンの勃発である。前途洋々とみえたのは無理もない。「ぼくは思想の開花に立ち

会っているところですから。」と書いているが，それは実感であったろうし，「他の恐るべき労働

者がやってくるでしょう5彼らは，他の者が倒れた地平線から始めることでしょう！」という言

葉もパリ・コミューンを念頭においたものに違いない。

Car　Je　est　m　autre．　Si　le　cuivre　s’6veille　clairon，　il　n’y　a　rien　de　sa　faute．　Cela

m’est　6vident：」’aissiste　a　r6closion　de　ma　pens6e：je　la　regarde，　je　1’6coute：je　Iance　un

coup　d’archet：1a　symphonie　fait　son　remuement　dans　Ies　profondeurs，　ou　vient　d’un　bond

sur　la　sc6ne．

［＿］

La　premiさre　6tude　de　1’homme　qui　veut　etre　poさte　est　sa　propre　connaissance，

45

1



Bottom：Rimbaud

enti6re；il　cherche　son　ame，　il　rinspecte，　il　la　tente，1’apprend．　D壱s　qu’il　la　sait，　il　doit　la

cultiver；cela　semble　simple：en　tout　cerveau　s’accomplit　m　d6veloppement　nature1；tant

d’勿傭彪sse　proclament　auteurs；il　en　est　bien　d’autres　qui　s’attribuent　leur　progr6s

intellectuel！　　Mais　il　s’agit　de　faire　l’ame　monstrueuse：al’instar　des　comprachicos，

quoi！Imaginez　un　homme　s’implantant　et　se　cultivant　des　verrues　sur　le　visage．

Je　dis　qu’il　faut　etre　z／oツαηあse　faire　z／o興zη’．

Le　Poδte　se　fait〃ρ塀窺panm　long，　immense　et　raisonn6伽勿彪吻6π’de如欝なs

sθηs．Toutes　les　fo㎜es　d’amour，　de　souffrance，　de　folie；il　cherche　lui・mδme，　il　6puise

en　lui　tous　les　poisons，　pour　n’en　garder　que　les　quintessences．　Ineffable　torture　oO　il　a

besoin　de　toute　la　foi，　de　toute　la　force　surhumaine，00　il　devient　entre　tous　le　grand

malade，1e　grand　crimine1，1e　grand　maudit，　　et　le　supreme　Savant！　　Car　il　arrive

ar勿60辮〃Puisqu’il　a　clutiv6　son　ame，　d6ja　riche，　plus　qu’aucun！Il　arrive　a　1’innconu，

et　quand，　affol6，　il　finirait　par　perdre　l’intelligence　de　ses　visions，　il　les　a　vues！Qu’il　cr6ve

dans　son　bondissement　par　les　choses　inouies　et　innommables：viendront　d’autres

horribles　travailleurs；ils　commenceront　par　les　horizons　o自1’autre　s’est　affaiss6！

［．．．］

Donc　le　poさte　est　vraiment　voleur　de　feu．

11est　charg6　de　l’humanit6，　des碑f〃η鱗meme；il　devra　faire　sentir，　palper，6couter

ses　inventions；si　ce　qu’il　rapPorte　deの一∂〃3　a　forme，　il　donne　forme；si　c’est　informe，　i1

donne　de　l’informe．　Trouver　une　langue；

Du　reste，　toute　parole　6tant　id6e，1e　temps　d’un　langage　miversel　viendra！11

faut　etre　acad6micien，　　plus　mort　qu’un　fossile，　　pour　parfaire　un　dictiomaire，　de

quelque　langue　que　ce　soit．　Des　faibles　se　mettraientδρ6〃8〃sur　la　permi6re　lettre　de

1’alphabet，　qui　pourraient　vite・ruer　dans　la　folie！

Cette　lan即e　sera　de　1’ame　pour　Pame，　r6s㎜ant　tout，　parftms，　sons，　couleurs，　de　la

pens6e　accrochant　la　pens6e　et　tirant．　Le　poξ…te　d6finirait　la　quantit6　d’inconnu　s’6veiIlant

en’唐盾氏@temps　dans　l’ame　universelle：il　donnerait　plus　　que　la　formule　de　sa　pens6e，

que　la　notation鹿sα脚κ加απP箔Og殖s！Enormit6　devenant　norme，　absorb6e　par　tous，

il　Serait　Vraiment観吻％1妙露ω勉746ρ㎎㎏S！［．．．］

この書簡のなかに引用されている詩は，ここで述べられている理論の水準にはまだ到達していな

いが，この手紙が契機となりRimbaud独自の詩作品が生み出されることになる。特に，　Verlaine

との出会いが決定的要因となるはずだ。
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ここで彼の理論の内容を少し検討してみよう。彼は次のように書いている。「『われ』とは他者

なのですω）」。「『詩人』はあらゆる感覚の長期にわたる，おおがかりな，理論にもとついた錯乱に

よって，見者となります。……彼は自分自身を探求し，自分の中に一切の毒をくみつくし，その

エッセンスだけを残しておきます。あちゆる信念，あらゆる超人的な力を必要とするこの筆舌に

つくせぬ責苦のなかでこそ，彼は人にまさって偉大な病者，偉大な罪人，偉大な呪われ人，一

そして至高の『賢者』となるのです！　なぜなら，彼は未知のものに到達するのですから！む

うん，彼が，もともと豊かな自分の魂を他の誰よりも育てたからなのです。彼は未知のものに到

達し，そして，狂乱して自分の見たものを理解できなくなったときはじめて，彼はそれを見たの

です！」「彼は自分の発明したものを，人々に感じさせ，手で触れさせ，耳傾けさせねばなりませ

ん。彼が他界からもち帰ってくるものに形があれば，それに彼は形を与えます。もし形なきもの

であれば，形のなさを与えるのです。一一つの言語を発見することです」。

ここに彼の理論のすべてがあり，彼はその後数年のうちにこれを実践していくことになる。彼

の見出したいものは，この世界にない。彼自身も彼の求める自分ではない。それゆえ，「錯乱」と

いう方法を使ってでも自分が「他者」となり，「未知のもの」に到達し，それをこちらの世界へも

ちかえり，形のあるものとして提示したい。この思想の背後には，《Bottom》のなかにも書かれ

ているように，「きわめて辛い現実」という実感がたえずある。「もうこの家には母親がいない！

一父親もずっと遠くだ！41）」という認識が，彼に詩を書かせる動機となっている。「未知のもの」

がなんなのか，それは議論のわかれるところだが，彼の詩の中に50回ほど使われている彼の生の

キーワードであるamourであることに違いはない。この言葉がsolei1に変わったり，　orや6ter・

nit6に変わったりするにしても，彼のめざしたものがamourであることに疑問の余地はない。こ

の「真の愛」がこちら側の世界＝現実世界にはないので，なんらかの方法で「他界」に到達して，

それをこちら側の世界に持ち来たりたいというのが彼の宣言である。

Rolland　de　Ren6villeは，この宣言にこめられた一連の行為を「『絶対』の形而上学的観想42）」

と言う。この「絶対」をRimbaudは「愛」という概念で表している。　Ren6villeはこの「絶対」

を「神」とみなし43》て，Rimbaudの宣言の目標を《A　me　raison》から次のように読みとってい

る。つまり，それは「『見者』の魂が，上昇過程の歩みをたどって遂に世界の『魂』と合一し，『理

性』」となって，「時間の永遠性と空間の全体性」を獲得する試みである44）と。この「絶対」を「神」

とみなすことには議論が分かれるが，Ren6villeの解釈は概ね当を得ている。「有限相対の人間

が，無限絶対との統一を回復しようとする45》」のは人間において自然な生の営みである。自分の有

限性を自覚している「見者」は，自分の正義に疑問を持たず，自分の限界を悟らない「盲人」と

対置されるものである。Rimbaudは，その虚偽が見抜けない「盲人」たちに，なんとかものの真

実の姿を見せて，本来の「愛」を獲得させたいと願う。

この「見者」が到達したいと願う「むこう側の世界」はちょうど媚Dの「森」にあたる。超の

@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
47



Bottom：Rimbaud

にあっては「宮廷」は理性の支配する秩序ある社会であり，「森」は狂気の支配する錯乱した世界

である。その「森」においてすべての真実が明らかになる。Rimbaudにとって，最初は「こちら

側」の「秩序ある，閉塞した，権威と理性に支配された宮廷」とは「家・Charleville」であっ

た。そこから「詩」という手段を使って，Parisという「森」に「家出」をすることが最初の実践

であった。しかし，場所をBruxellesそしてLondresと変えてみても所詮は同じであることに気

つくのにそう時間はかからない。また，方法を「女・酒・ハッシッシ46）」と変えてみても本当の「錯

乱」は得られない。Verlaineとの道行きでもおなじこと。その当初は得られたような錯覚はもて

るが，覚めてみるとやはり「辛い現実」に変わりはない。ただ「筆舌につくしがたい責苦」の体

験だけが残り，「偉大な病者，罪人，呪われ人」にはなれるが，「至高の賢者」になることは到底

できない。

この理論を実践するために，まず「こちら側の世界」の権威の破壊をこころみる。初期詩編を

読むとわかるように，「皇帝・官吏・女・母・教会」などなんであろうと身の回りにあるものを槍

玉にあげる。それらは全て，自らを疑うことない「盲人」たちである。しかし，身の回りを攻撃

しているだけではらちがあかないので，「むこう側の世界」を求めて「辛い放浪の旅」に出る。「そ

のままでいれば，俺はたぶん宿屋のふしだらな看板になってしまっただろう」（Lo7〃zの「棚を見

ながら歩いていくと，元気が湧いてこようというものだ」（la　Rか診72　de　Cαss奮）「あてどもない

雲が消えるところで消えようか，……しっとり濡れたすみれのなかでくたばるか？」（Co〃z薦6鹿

勉soのなどなど。だが，なかなか思うようにたどりつけない。焦って歌う。「ああ！　時よ，来

い，恋に心が燃えあがる時よ」（F伽s46伽勘舵ηoの「俺の飢餓よ，アヌ，アヌ，ろばに乗って

逃げろ」（E肋sde　la　faim）「いつも変わらぬ湯気を吐く白くて生で脂ぎった脳髄を刃でえぐっ

てしまわぬことには……でもこいつが死んだときには，ああ神よ，誰かが祈ってくれますよう

に！」（Honte）「ああ眠りたい，煮られたい，ソロモン王の祭壇で」（L6　Zoψ．．．）などなど。そし

て，その果てに『地獄の季節』がくる。この詩集で彼は，「こちら側の世界」から旅立ち，「むご

う側の世界」へ到達せんとする途中で苦しみ，そこを垣間見ては投げ帰されるという体験を苦汁

にみちた調子で告白する。

Jadis，　si　je　me　souviens　bien，　ma　vie　6tait　un　festin　oO　s’ouvraient　tous　les　cceurs，　o亘

tous　les　vins　coulaient．　［．．．］　Et　j’ai　jou6　de　bons　tours　a　la　folie。

［＿］

Or，　tout　demi6rement　m’6tant　trouv6　sur　le　point　de　faire　le　dernier　oo粥4　j，ai　song6

arechercher　la　clef　du　festin　ancien，　o血je　reprendrais　peut・etre　apP6tit．

という具合にこの詩集は始まる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，
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そして，自分の祖先が異教徒のゴール人だから，自分も結局は受け入れられぬと嘆く。

Assez！voici　la　punition．　　Eη㎜κ舵！

Ah！les　po㎜ons　brOlent，1es　tem鉾s　grondent！1a　nuit　roule　dans　mes　yeux，　par　ce

solei1！1e　c（£ur＿les　membres．．．（《Mauvais　sang》）

苦しみながら，なんとか「未知のもの」に到達しようとして，毒を飲む。

J’ai　ava16　une　fameuse　gorg6e　de　poison．（《Nuit　de　renfer》）

Verlaineとともに「錯乱」しながら，なんとかそれに手を触れかけた。

J’inventai　la　couleur　des　voyelles！　　　Anoir，　E　blanc，1rouge，　O　bleu，σvert．一

Je　r6glai　la　forme　et　le　mouvement　de　chaque　consonne，　et，　avec　des　rhyt㎞es　instinctifs，

je　me　flattai　d’inventer　un　verbe　po6tique　accessible，　un　jour　ou　rautre，　a　tous　les　sens．

Je　r6servais　la　traduction．

Ce　fut　d’abord　une　6tude．　J’6crivais　des　silences，　des　nuits，　je　notais　1’inexprimable。

Je　fixais　des　vertiges．（《D61ires　II》）

見つけたとさえ錯覚した。

Elle　est　retrouv6e！

QuoiP　r6temit6．（《D61ires　II》）

しかし，やはり絶望感の方が強い。

Alors，　　oh！　　chさre　pauvre　ame，1’6temit6　serait－elle　pas　perdue　pour　nous！

（〈L’Eclair＞）

また，自分を慰めて新たに立ち向かおうとする。

Oui，　rheure　nouveUe　est　au　moins　tr6s　s6v6re．　　｝

［．．．］il　me　sera　loisible砲ρoss薦γ伽θ伽゜諺吻ηs〃π62吻θθ’鰯60η）s．（《Adieu》）
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Rimbaudは「むこう側の世界」に到達し「愛」を獲得して，何とかそれを「こちら側の世界」

にもたちそうとする。その営みは辛く，先の見えない行為だ。それは，当初彼が愛の薄い家庭生

活からなんとか脱却して，自分を受け入れてくれる「愛」をつかみとろうとする個人的な願望か

ら生まれたものであるが，この若き詩人の「他者」になりたいとする願望を検証してみると，も

っと深い内的衝動につき動かされていることがわかる。

4章　トリックスター－Rimbaud

Rimbaudは「愛の欠如した辛い現実世界」を突き破り「もうひとつのあるべき世界」を垣間見

て，その残像を詩に定着させた。その一部が，1〃〃〃珈砺oπs中のいくつかの詩編として結実し

た。《Bottom＞は1章で検討したように，その飛翔の過程であり，その失敗例の記録なのであ

る。「変身」を繰り返してみたが，結局理想の女性である《Madame》は消えてしまい，仕方なく

娼婦の比喩である《les　Sabines》のもとに逃れる。1〃％〃吻砺oηs中にもう一編「道化」を扱った

作品がある。この《Parade》もRimbaud自身のことを歌った詩編である。彼は「中国人，ホッテ

ントット，ジプシー，あほ，ハイエナ野郎，モロック神，古くさい気違い，忌まわしい悪魔，こ

んなやつらになりきって，俗受けする母親みたいな言い回しと，けだものみたいな態度や愛撫を

まぜあわす。……俺だけが，この野蛮な道化芝居の鍵を握っている。」と独白する。彼はさまざま

な姿に変身しつつ身を焦がし，既成の体制を批判し既成の諸価値を否定し破壊していく。その過

程が「野蛮な道化芝居」というわけである。ウィネバゴ・インディアンのトリックスターが，ワ

タリガラス，コヨーテ，ウサギ，クモ等に姿を変えてさまざまな破壊的行為や救済行為を行う47）と

いうことを想起してほしい。たとえば「トリックスター，シカに姿を変え，タカに復讐しようと」

したりすることを。

さて，BottomがRimbaud自身であることに疑いはないが，1〃％〃吻漉oπsの他詩編の中に，こ

の詩人と想定されるcharacterが形を変えて何度もでてくる。最初の詩編《Apr6s　le　d61uge＞の

大洪水の後で虹を見つめるくun　liさvre》もそうであるが，ここでは，彼の飛翔の成功例とおぼし

きものをいくつか検討してみよう。

《D6part＞，《Royaut6＞，《A　une　raison＞，《Matin6e　d’ivresse＞，《Aube》，〈G6nie＞など

の一連の詩編である。最初の〈D6part＞によって，　Rimbaudの「むこう側の世界」へ向けての飛

翔の過程がよくわかる。「いやになるほど見たうえで，新しい愛に向けて出発する」というわけで

ある。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

`ssez　vu．　La　vision　s’est　rencontr6e　a　tous　les　airs．

［．．．］

D6part　dans　raffection　et　le　l）ruit　neufs！

《Royaut6＞や《Aube》ではこの飛翔の結果，一時的にせよ獲得したと思われる「愛の充足」

が歌われる。BottomとTitaniaの陶酔がRimbaudにおいて再現される。

Un　beau　matin，　chez　un　peuple　fort　doux，　un　homme　et　me　femme　superbes　criaient

sur　la　place　publique．《Mes　amis，　le　veux　qu’elle　soit　reine！》《Je　veux　etre　reine！》Elle

riait　et　tremblait．11　parlait　aux　amis　de　r6v61ation，　d’6preuve　temain6e．11s　se　pamaient

1，m　contre　rautre．

En　effet，　ils　furent　rois　toute　une　matin6e　o自1es　tentures　carmin6es　se　relevδrent　sur

1es　maisons，　et　toute　1’aprδs－midi，00　ils　s’avanc6rent　du　cδt6　des　jardins　de　palmes．

（《Royaut6》）

J’ai　embrass61’aube　d’6t6．（《Aube》）

この陶酔を経験した時，彼は「他者」すなわちraisonになれるはずだ。《A　une　raison》のraison

はBottom（＝ass＞と表裏をなすもので，ルf1＞Dでもこの逆転は一つの論点となる48）。このraison　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o

にRimbaudは「他者」になったときの自分を想定している。「彼のおかげであらゆるところに愛

が実現する」と高揚して歌う。

Ta　tete　se　d6toume：le　nouvel　amour！Ta　tete　se　retoume，　　le　nouvel　amour！　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「

《G6nie＞でも，このraisonがg6nieとして歌われている。　Rimbaudが『見者の手紙』で予見

した事がこれらの詩では実現している。それが一時の幻想にしても。

Il　est　1’amour，　mesure　parfaite　et　r6invent6e，　raison　merveilleuse　et　impr6vue，　et

r6temit6［．．．］

〈Matin6e　d’ivresse＞の詩編となると既に「現実の苦さ」が戻ってきている。

Petite　veille　d’ivresse，　sainte！quand　ce　ne　serait　que　pour　le　masque　dont　tu　nous　as
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gratifi6．　N　ous　t’affirmons，　m6thode！Nous　n’oublions　pas　que　tu　as　glorifi6　hier　chacun

de　nos　ages．　Nous　avons　foi　au　poison．　N　ous　savons　donner　notre　vie　tout　enti6re　tous

1es　jours．

今この詩人が「あらゆる感覚の長期にわたる，おおがかりな，理論にもとついた錯乱によって見

者」になる過程を不充分ながら明らかにした。彼はたえず二つの現実を生きて，「ありうべき世界＝

むこう側の世界」を見たと思う瞬間それに失望し，それを破壊し，次の「ありうべき世界」を探

し求める。そして，そのあとに激しく美しい詩編のかずかずを残し，最後には詩編のかわりに，

書簡を残してこの世からおさらばする。　　　’

「家」から「アルデンヌの森」へ，「シャルルヴィル」から「パリ」へ，「パリ」から「ブリュ

ッセル」へ，「ブリュッセル」かち「ロンドン」へ，「ヨーロッパ」かち「アフリカ」へ，「キリス

ト教の神」から「原始の太陽」へ，「帝政」から「パリ・コミューン」へ，「古い価値」から「新

しい価値」へというふうに疾走する。この姿を断片的にとらえてみても意味がない。この疾駆の

ありようを全体としてとらえる概念が提起できないであろうか。

たしかに，彼の生の営みは，個人的なもので，彼以外の人が代わって行うことは不可能である。

しかし，彼の激しく燃えた生を一回性のものとみなすのではなく，彼の生をもう一度人類史の中

でとらえ直してみる必要かあるのではないか。それによって，彼の不可解とも思えるその歩みが，

普遍性のある行為として理解できる。

それを解く鍵は「道化＝Bottom」である。産業革命以後ヨーロッパでは徐々に「科学」が万能

になり，非合理が排される傾向が強まっていた。Rimbaudも歌う，「科学，新興貴族だ！進歩。

世界は進む！49）」と。しかし，ヨーロッパでは必ず二元的な価値が併存するという歴史があり，非

合理と合理の両世界が同時に存続してきている。一見したときには，どちらかの精神が圧倒して

いるように見えるが，必ずこの二つが表裏をなしている。そして，「秩序ある理性に支配される世

界」と「無秩序で混沌としている狂気の支配する世界」とをつなぐ因子として「道化」という両

義的知性が存在する。山口昌男は，「道化＝トリックスター的知性は，一つの現実のみに執着する

ことの不毛さを知らせるはずである。一つの現実に拘泥することを強いるのが，『首尾一貫性』の

行きつくことろであるとすれば，それを拒否するのは，さまざまな『現実』を同時に生き，それ

らの間を自由に往還し，世界をして，その隠れた相貌を絶えず顕在化させることによって，より

ダイナミックな宇宙論的次元を開発する精神の技術であると言えよう5°）。」と定義している。

この「『首尾一貫性』を拒否し，さまざまな『現実』を同時に生き，それらの間を自由に往還

し，世界の隠れた相貌を絶えず顕在化させる精神の技術」こそ『見者の手紙』で述べられた宣言

ではなかったか。

Radinはその著丁肋丁物納勿で，ウィネバゴ・インディアンのトリックスター神話を調査し
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ている。そして「トリックスターは創造者であって破壊者，贈与者であって反対者，他をだまし，

自分がだまされる人物である。彼は意識的には何も欲してはいない。抑えつけることのできぬ衝

動からのように，彼はつねにやむなく振舞っている。彼は善も悪も知らないが，両方に対して責

任はある。道徳的，あるいは社会的な価値はもたず，情念と食欲に左右されているが，その行動

を通じて，すべての価値が生まれて来る51）。」と定義しているが，これはさきほどの山口の定義を

より具体的に補完するものである。Rimbaudの後期韻文詩，ση6＆z加πθηE瞬4〃〃〃2ゴη罐oηs

中の《Aune　raison》，《G6nie》などの詩編を読むことによってこの定義も速やかに了解できる。

《P6rissez！puissance，　justice，　hisotire，　a　bas！／Ga　nous　est　dO．　Le　sang！1e　sang！1a　fla㎜e

d’or！》（Q〃セ舘06　g粥ρo〃γ〃o鋸，＿）と叫びながら，彼は既成の価値を破壊する。こうも言う。

《La　morale　est　la　faiblesse　de　la　cervelle．》（《D61ires　II》）そして，彼は抑えつけられぬ情欲

に支配され悪魔にも罵倒される。《Gagne　la　mort　avec　tous　tes　app6tits，　et　ton　6goisme　et

tous　les　p6ch6s　capitaux．》《★★★★★》そして，時に自分に自信を得てすべての新しい価値

を生み出したような気になる。《Ta　t6te　se　d6tourne：1e　nouvel　amour！Ta　tete　se　retoume，

一1e　nouvel　amour！》（《A　une　raison》）

Rimbaudとトリックスターの近似性が明らかになってきたが，これは決して偶然の一致ではな

い。Radinはさきほどの定義に続いて，トリックスターが世界的にみて，場所・時を越えて普遍的

に存在するものだとしている。また，その特徴の多くは中世の道化師の姿で永続し，現代のあや

つり人形や道化のなかに生き残っていると言う。トリックスターという存在が，インディアンの

神話の存在にとどまらず，世界的に普遍性のある存在であるということだ。実際彼の採取したウ

イネバゴ・インディアンのトリックスター神話を読んでいくと，「野原を放浪するRimbaudの姿」

が髪髭とする。

Rimbaudが共感を持ったのは中世の伝統を受け継ぐ道化のBottomであるし，彼のL6　B協6傭

伽召が中世の「あほ船」から着想を得ている52）のではないかという学者もいる。もちろん彼がサー

カスや道化師に興味を抱いていたことはその詩編から十分窺い知ることができる。客観的にみて

もこの詩人と「道化」の関係は深い。ただ，それが外的なものにとどまらない。Rimbaudとこれ

らとの関係は内的な要因と深く結びついているといえる。BottomとRimbaudは本質的に同質の

存在なのである。C．　v．　Barloewenがその著書α∂z〃ηで，古代のクラウン像から，現在の喜劇の

芸術家にいたるまで「道化」の系譜を論じている53）が，この詩人もBottomもその系譜上の存在と

して位置づけられるのである。

人類史の中のある時期に職業的道化師が生まれる54》が，Rimbaudはいわゆる職業的道化師では

ない。Shakespeareはある特定の道化師55）を想定して，その道化役を書いているし，勿論Bottom

もそうである。だが，Shakespeareが道化を登場させるのは，この「道化」という人類に普遍的

な存在の提起するものが重要だからである。だかち当然のことながら，彼の道化達もすべてこの

53
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系譜に連なる者たちである。それゆえ，BottomとRimbaudが芝居の書き割りを越えて照応しあ

い，Bottomの存在が，　Rimbaudの存在を解明する鍵となってくるのである。

Bottomは伝統的な意味でのお道化者である。劇中劇の練習をするために森に集まった時，彼は

次のように問いかける。

There　are　things　in　this　comedy　of　Pyramus　and　Thisbe　that　will　never　please．　First，

Pyramus　must　draw　a　sword　to　kill　himself；which　the　ladies　cannot　abide．　How　answer

you　thatP（III．　i．8－11）

それに自分で答えて言う。

Ihave　a　device　to　make　all　we11．　Write　me　a　prologue，　and　let　the　prologue　seem　to　say

we　will　do　no　harm　with　our　swords，　and　that　Pyramus　is　not　killed　indeed；and　for　the

more　better　assurance，　tell　them　that　I，　Pyramus，　am　not　Pyramus，　but　Bottom　the

weaver．　This　will　put　them　out　of　fear．（III．　i．15－21）

この場面を見るかぎりはBottomは単なるお道化者であるが，変身してTitaniaと交わるや全く

その本質を異にする。その時Bottomは，単なるお道化者から先程の定義を生きる「道化＝トリ

ックスター」となる。Bottomは「変身」によって，日常次元の生活を越えて，別世界を経験し，

「共感覚」を身につけて戻り，another　Bottomになる。その時こちら側の世界の「純愛」という

陳腐な概念を破壊し，どろどろと解決の見込のつかない，得ようとして得ちれない「愛」の問題

を「劇中劇」の中で示すことになる。この点でこの劇中劇が，いやむしろ1膿D全体が，Ro〃z60

伽4ル1魏の「純愛」のパロディとなるのである。

Barloewenは中世の道化の反逆者であり救済者であるという双面的祖型について述べて，各時

代と諸文化に共通の外見的特徴があると言う。「フールはあくまで無宿であり，空無の巨匠であ

り，その空無が，支えのない状態の唯一の支えとして，運動そのものであることを命じる。また，

彼は，つねに途上であり，目標がわからなくても，自己自身から出立ってゆく者であり，そして

また彼は時に応じて神的なものや人間的なもののさまざまな特徴を身につける。一つまり彼は

純粋な形での悪魔でも神でもなく，超自然的なものへと存在の境界をにじみでるように踏みこえ

てゆくという独自の潜勢力をもつ存在である。時間は，永遠なるものの模像となる。この永遠な

るものこそ，クラウンが造りだされるところの実体としての時間なのである56）。」

これも，これまでのところで検討してきたRimbaud像に他ならない。いままでのところで包括

的に論じてきたが，上の定義とRimbaudの『見者の手紙』の内容や彼の履歴を歌った詩編と比較
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してみて欲しい。Rimbaudは「無宿であり，空無の巨匠」である。彼はたえず「運動そのもの」

であり「常に途上」にあり，「目標がわからなくても，自己自身から出立ってゆく者」である。彼

は「錯乱」によって「神的なものや人間的なもののさまざまな特徴を身につけ」たし，「超自然的

なものへと存在の境界をにじみでるように踏みこえて」行こうとした。

かくしてRimbaudは人類史の中に普遍的に位置づけられるトリックスターなのである。彼は

一連の伝統的な価値の体系を破壊した点で世界の「破壊者」であり，彼以後の世界・哲学・文学

のありようにある意味で大きな変革をもたらした点で世界の「救済者」と言える。「この世界に新

しい価値観をもたちす」ために彼は自己犠牲を払い，傷つき絶望し，逃走したわけである。彼の

存在は「一回性の存在」なのではなく，19世紀末以降の世界に決定的な影響を与えた「道化＝ト

リックスター」なのである。そのRimbaudが古代より連綿と続いてきた「道化」の一人のBottom

に共感を覚えたことは当然であり，逆にBottomが彼に自分の存在のありようを気づかせたとも

言えるのである。Bottomが普遍的なトリックスターの血筋を引き，そのBottomにRimbaudが

ひかれ，Rimbaudとトリックスターが照応し合うという図式がここに明らかになった。

結

Bottomをトリックスターとみなすことによって，！1〃づ4sπ〃z〃3671＞i竃g配もD吻〃zは単なる「夢

幻劇」であることをやめ，「愛」の本質を深くえぐり出す「問題劇」となる。それに応じてRimbaud

の《Bottom》もその意味するところが明確になる。そして，この詩はこの詩人の本質を暴き出す

重要な因子となる。

〃ND中のBottomをRimbaudに置き換えると，宮廷は「こちら側の日常世界」であり，

Theseusは「権威」となる。「森」は「むこう側の世界」であり，「そこ」ではあらゆることが暴

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’Iされ，時にありえない「陶酔の時」を経験する者も現れる。「むこう側の世界」を見た者は，貴
族たちのようにアイデンティティを喪失するか，Bottomのように新しい感覚を身につけてもど　　　　　　　1　　　　　　　’

閨C「劇中劇＝詩」という形でなんとかそれを伝えようとする。そして，われわれはその詩を通し

て「むこう側の世界」を垣間見る。

註
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